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記

事

粗砂よりなる客土層。深さ0.3m付近に
φ200mm以上の巨礫有り。

盛土・礫
混じり砂

黄灰
～黄
褐

中位
の

シルト質細～中砂よりなる盛土層。
少量の礫が混じり色調は雑多。

盛土・シ
ルト質砂黄褐 中位

の

粗砂混じりシルト質粘土層。
上部は砂が混じるため砂質粘土状。含
水比はやや低い。

シルト質
粘土

淡
青
灰

軟ら
かい

粗砂層。
主に石英からなる。淘汰が良く細粒分
が少ない。
細礫がやや多く含まれ最大粒径はφ10m
m。

砂

淡

褐

灰

中

位

の

細～中砂層。
淘汰が良い。微～細砂状の雲母が多量
に混じる。

深度9m付近にはφ30mmの花崗岩角礫を
含む。

砂
淡

灰

中

位

の

有機質粘土層。分解の進んだ有機物を
多含する低塑性粘土。

火山灰質
粘土

黒褐 軟ら
かい

高塑性粘土層。含水比が高い。粘土 淡灰 軟ら
かい

礫混じり中砂層。
淘汰良く細粒分が少ない。φ50mm以上
の花崗岩礫が点在。

礫混じり
砂

淡

灰
中位
の

細礫がやや多く含まれる。含水比はや
や低い。凝灰質である。

シルト質
粘土

淡青
灰

中位
の

細礫混じり中～粗砂層。
花崗岩、砂岩等の風化砕屑物である砂
や礫を主体とし、淘汰が悪く少量の細
粒分を含む。

礫

混

じ

り

砂

褐
灰～

淡
褐
灰

中

位

の

細砂層。
層相は上位と酷似するが砂の粒子が細
かく含水量が多い。

砂 淡褐
灰

緩

い

半固結状シルト層。含水比低く葉理が
明瞭。シルト

淡青
灰 硬い

細礫混じり中～粗砂層。
花崗岩、片岩等の風化砕屑物である砂
や礫を主体とし、淘汰が悪く少量の細
粒分を含む。
基質の変化に富み色調を含めた層相の
変化が大きい。葉理構造が明瞭。
最大粒径はφ40mmの花崗岩亜角礫。

礫

混

じ
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砂

淡

褐

灰

固結シルト層。
未固結の泥岩(シルト岩)と見られる。
明瞭な葉理構造が認められる。
均質である。

深度21m付近は粘土岩相。低塑性の未固
結粘土状を呈し、凝灰岩礫が点在。

深度23m付近は凝灰質シルト相。比較的
粒子が粗く固結度が低い。

深度25m付近はφ5mm前後の泥質化した
含礫痕が明瞭。
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泥岩(シルト岩)層。
層相は上位と酷似しているが固結度が
高く指圧では粉砕不能。
葉理構造を明瞭にとどめる。

泥
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淡
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灰

泥質砂岩層。
基質は部分的に粘土化しているがコア
は粗礫～5cm前後の短棒状で採取され、
黒色の炭質頁岩が挟まれる。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。
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